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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日、安全衛生委員会の巡視を行っている。

・9/19（木）～9/24（火）ナイトケアで利用者様は来るが、算定はしない。

・9/30（月）までに医療福祉学会の発表用パワーポイントを作成すること。10/2（水）に発表会。

・9/14（土）に行われたふれあい祭りの職員アンケートの依頼が来ている。

　9/22（日）までにＯＴ斎藤に返信すること。

・来週から、デイケアのプログラムの時間割りを変更している。利用者様に伝えること。

・利用者様の担当が変更になっているので各自確認すること。

・10/29（火）精神科病院の実地指導。

・11/19（火）医療法立ち入り検査。

＜利用者様情報＞

・寺沢　彩　　様～11：30にスタッフに原因はわからないが不安感訴えている。11：45過呼吸発作を起こし、ビニール袋で対応して頂いている。3分程で発作は消失。不安が強くなると過呼吸発作を起こす為、受診して内服薬の処方を受けてはどうかアドバイスしている。田名部Ｄｒの診察を希望しており、来週まで様子を見て受診すると話されている。

・植村　廣隆　様～昨日連絡なく欠席していた為、電話連絡している。火曜日を休みにして、今まで休みにしていた水曜日は来所すると話されている。理由を確認すると、江刺家様と一緒の利用日にしたくないと話されている。外来からの情報ではＡＡに通所からそのまま行きたいからと理由を話していたとの事。

・平　　康子　様～淡路智恵子様と鈴木恵美子様から腰痛の軟膏をもらっている。軟膏は鈴木恵美子様に返却し、薬のやり取りをしないように説明していく。

・田向　玲美　様～寺沢彩様が外来受診時に田向様が嫌いと報告したことを中村与一郎様から聞いたとのこと。寺沢様がプログラムに参加しなかったことを自分が参加したから来なかったのではないかと気にしている発言聞かれている。不安があり頓服薬を服用している。ハローワークに行った際に、この事を相談した所、寺沢様が田向様のポジションが羨ましく思っているだけではないかとアドバイスを貰ってきたとのこと。

・繁名　和恵　様～午前中に頭痛と吐気を訴えている。昼食時に青山荘に戻り、鎮痛剤を服用してきたとのこと。昼食は副食1品のみ残すが他の物は摂取できたとのこと。

・巴　　勇樹　様～植村様からシケモクしていると報告があり。本人に確認すると、煙草を1本しか渡していないのに2本吸っており、シケモクしたこと認めている。その後から笑いが止まらない様子見られている。喫煙量の増加で病状の悪化することがあるため、今後も喫煙量の確認を行っていく。

・下町　サン子様～朝の運動療法の時間に窓際でしゃがんでいるため、体調確認すると左足が痛いと話されている。午前中に活気の無さ見られていたが、昼食後には自主的にテーブル拭きをしている。

・久保　清美　様～昨日デイナイトケアの利用中断について面談実施。今後は姉様の農作業の手伝いをしていくと話している。冬になると農作業もなくなるため、いつでもデイナイトケア再開できること説明しているも、今のところは利用する予定はないと話している。

・村上　元道　様～母様が現在も入院しているとのこと。本日レントゲンを実施し、その結果で退院日が決まるとのこと。現在の時点で請求がきている入院費は3万5千円で、「10万円で足りるかな？」と話されている。本人と妹様で出し合って、10万円用意して母様に渡しているとのこと。

＜事例検討＞

川村　享　様（59）統合失調症　

検討内容：目標・計画の見直し

長期目標再発せずに、自立した生活を送りたい。（最低限のことは行えるようになりたい）

中期目標

①自立した生活が行えるよう日常生活において自分ができることを増やす。

②更衣を最低週2回行なう。

③体重が増加しないように、デイケアでの運動は休まず参加する。
短期目標

①自立へ向け、自分ができなければいけないことを把握する

②月に一回は青陽館の入浴サービスを利用する。

③自分の体重を把握できるようになる。
実施計画

①日常生活における本人の役割（買い物、洗濯、ゴミ捨て等）を行っているか確認する。できていない場合は、将来単身生活になったときの必要性を伝え、少しずつでも行えるよう促していく。

②月一回の八戸赤十字病院の受診の前日に青陽館の入浴サービスを利用するよう促し、習慣づけていく。その後、徐々に入浴回数を増やせるよう声かけを行っていく。

③体重測定を促し、体重減少を目標としていることを意識付けしていく。また、変動が見られた際は、食事・間食内容と飲酒量を確認し、助言していく。

現状
・自宅での役割（ゴミ捨て、神棚の水あげ、布団の上げ下げ）を行っているが、他には特に何もしていないとの事。

・8月はスタッフの促しにて、1度デイケアで入浴している。今月も先週、八戸赤十字病院を受診する前に入浴している。

・体重66ｋｇを維持。間食はほとんどしていない。

・生活リズムは安定。

・内服も欠かさず病状安定。服薬の必要性は理解乏しい。

・入浴、更衣は週1回銭湯で行っているとの事。

・金銭は自己管理、自ら年金内でやりくりしている。

・飲酒は1年程していないとのこと。

今後の対応
・祝日に休むことが多い。母様は祝日も来所すること希望されているため、祝日に来所できるように促す。

・短期目標①「自立へ向け、自分ができなければいけないことを把握する」→具体的にするように目標を見直す。

・中期目標③「体重が増加しないように、デイケアでの運動は休まず参加する。」を短期目標にする。

・中期目標に体重コントロール、糖尿病の防止を組み込んでいく。

＜外来情報＞

・大久保　康弘様～部屋での幻聴が減ったとのこと。今は1時間に1回程度、かすかな声で聴こえるが、気にならないとのこと。夜間の睡眠も取れていると話される。

・板橋　利美　様～空腹時、へその下に痛みがあるとのこと。また、便の出始めが硬いこと訴えており、カマ　0.5ｇ　1包が夕食後に処方されている。

・高柳　和子　様～バス券の更新をしてから調子が悪く屯服薬を服用することあったが、その後は調子が良いとのこと。

・清水頭　翼　様～ハロマンス50ｍｇ1Ａ筋注実施。

・菅野　勝利　様～尿糖が出ている。担当医より、このまま悪化すると透析の可能性もあるため、悪化させないように説明あり。

・番沢　政勝　様～腰の痛みは大分良くなったと話されている。湿布が2袋処方されている。

・東海林　康之様～現在体重が70ｋｇあり、担当医より減量するように説明受けている。

勉強会資料

＜薬を渡す手順トレーニング実践＞

下記マニュアルに沿って、1名ずつ実践訓練を行う。

①薬包入れから薬包を取り出す（もしくは利用者様が持参）

②薬包に書いてある「氏名」「日付」「服用時間」を確認する

③利用者様と一緒に「氏名」「日付」「服用時間」を確認する

④服用するところを確認

⑤薬包が空になっているか確認

⑥チェック帳がある場合はチェック帳にサインする

※持参している薬の確認をすること

※食後にはポケットに薬が残っていないか必ず確認すること

※飲む時間が違う薬を同じポケットに入れていると、間違えの原因になるため分けて入れること

